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■「New Education Expo

2 0 0 2」開催

New Education Expo実行委

員会では、学校教職員、教育委

員会等教育関係者を対象に標記

セミナー及び展示会を全国6か

所で開催する。

＜日程＞

東京会場：5月9日（木）～1 1日

（土）有明ＴＦＴホール／大阪

会場：5月 1 5日（水）～1 7 日

（金）ハービス大阪／福岡会

場：5月2 4日（金）～2 5日（土）

博多スターレーン／名古屋会

場：5月2 8日（火）～2 9日（水）

ナディヤパークデザインセンタ

ー／岡山会場：6月3日（月）

～4日（火）岡山コンベンショ

ンセンター（ままかりフォーラ

ム）／仙台会場：6月 2 1日（金）

～2 2日（土）仙台国際センター

＜セミナー＞

『新学習指導要領に対応した教

材整備』『教育の情報化』『環境

対応施設設備』『あたらしい学

校づくり』『これからの授業運

用実践』等をテーマとしたセミ

ナー

＜展示＞

教育関連の教材やソフト、授業

支援システム等

＜参加費＞

入場無料

＜問い合せ先＞

事務局　東京都江東区潮見2 - 9 -

1 5（株）内田洋行　教育シス

テム事業部内　New Education

E x p o実行委員会事務局　担当

竹内／宇多 電話0 3 - 5 6 3 4 - 6 3 9 7

■「情報メディア学会研究大会」

開催

情報メディア学会では、基調

テーマを「e - L e a r n i n g」とし、

これに関する基調講演、シンポ

ジウム、展示・デモからなる標

記研究会を開催する。

＜日程＞

平成1 4年5月1 1日（土）

1 0：0 0～1 9：0 0

＜会場＞

日本科学未来館（東京都中央区

青海2－4 1）

＜参加費＞

会員1 , 0 0 0円　非会員1 , 5 0 0円

（資料代を含む）

＜研究大会の構成＞

○基調テーマ：「e - L e a r n i n gの

現状と将来、その情報メディア

研究との関わり」

○基調講演：「e - L e a r n i n gの展

望と研究」講師／清水康敬氏

（国立教育政策研究所教育研究

情報センター長）

○シンポジウム：「e - L e a r n i n g

4
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への取り組みと情報メディア」

パネリスト／伊藤洋一氏（住信

基礎研究所）真邊一近氏（日本

大学総合社会情報研究科）明田

英治氏（ベネッセコーポレーシ

ョン）増田和子氏（図書館情報

大学大学院）

○e - L e a r n i n gに関するシステム、

製品の展示、デモ

○ポスター形式による研究発表

＜申し込み方法＞

氏名・所属・連絡先電話番号・電

子メールアドレスを明記し、5

月8日（水）までに下記へ申し

込む。

＜申し込み／問い合わせ先＞

情報メディア学会事務局　担

当：小野寺夏生／住所：〒3 0 5 -

8 5 5 0 茨城県つくば市春日1 - 2

図書館情報大学内／ F A X：

0 2 9 8 - 5 9 - 1 3 6 4

E - m a i l : o n o d e r a @ u l i s . a c . j p l

研究会情報　

■「第4 3回科学技術映像祭」

入選作品決定

（財）日本科学技術振興財団、

（財）日本科学映像協会、（社）

映像文化製作者連盟、（財）つ

くば科学万博記念財団の共催に

よる標記映像祭が開催された。

審査の結果、映画（フイルム・

ビデオ・ＤＶＤ）及びテレビ番

組の参加作品 8 3 本の中から、

次の主な入選作品が決定した。

＜内閣総理大臣賞＞（1作品）

科学教育部門「深海3 5 7 2メー

トルに生きる―室戸沖南海トラ

フ4年間の記録―」（ビデオ作

品）企画製作／岩崎望（高知大

学海洋生物教育研究センター）

岩井雅夫（高知大学理学部）

（株）東京シネマ新社（映像提

供：海洋科学技術センター）

＜文部科学大臣賞＞（1 4作品）

科学教育部門、基礎研究部門、科

学技術部門、医学部門、ポピュ

ラーサイエンス部門、それぞれ

から計1 4作品が選出された。詳

細は下記のW e bサイトを参照。

＜入選作品上映会＞

全国1 5か所で4月から 1 2月に

かけ、入選作品の上映会が開催

される。詳細は下記の W e bサ

イトを参照。

＜問い合せ先＞

（社）映像文化製作者連盟　電

話0 3 - 3 5 0 1 - 0 2 3 6

h t t p : / / p p d . j s f . o r . j p / s h i n k o / p r o / s -

m / 4 3 / i n d e x . h t m

Book Review

「まえがき」によれば、本書

は国際基督教大学の中野照海教

授の退職を記念して編まれた論

集である。中野教授については

あらためて紹介するまでもない

であろう。

本書の執筆者は、編集委員を

をつとめた新潟大学教授　生田

孝至、学芸大学教授　篠原文陽

児、日本放送協会教育番組プロ

デューサー　青木繁の３氏をは

じめ、国際基督教大学で学生・

院生・内地留学生として指導を

受けた人びとを中心に、先達の

筑波大学名誉教授　大内茂男氏

やメディア教育開発センター教

授　佐賀啓男氏、東京大学大学

院教授　浜野保樹氏、社会的活

動の中で協力しあった人びとな

ど、5 8人に達する。

そして、それぞれが中野教授

を語るのではなく、中野教授か

ら学びとり、現在の仕事の中で

活躍している現場に即した「教

育とメディア」との関わりにつ

いての短い文章を寄稿している

のである。

「花束は勘弁」といい、派手

なことのきらいな同教授への感

謝が、こういう内容の濃い論集

に集約されたことは、同教授に

ふさわしい記念であると思うし、

そうした形で、ひとつひとつが

貴重な文章としてまとめられて

いる作品を捧げられた執筆者の

熱い思いと力量にも敬服させら

れる。

その意味で、本書は、「教育

とメディア」との関わりに関心

をもち、活躍している、あるい

は活躍しようとしている人びと

に、展望を与えてくれる、貴重

な論集である。

（高桑 康雄）

「教育とメディア」

「教育とメディア」論集刊行会編　財

団法人日本視聴覚教育協会刊　

2 0 0 2 年 2 月 刊 　 A 5判　 4 3 3 頁

2 , 5 0 0円（税込）

ブックレビュー
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■メディアポスト 2 0 0 1 ～

「総合的な学習の時間」成果発

表コンテスト受賞校決定

メディアポスト実行委員会主

催による標記コンテストの受賞

校が決定した。本コンテストは

「総合的な学習の時間」をテー

マに、全国の小・中学校で実践

された子どもたちの学習成果を

ホームページで公開している作

品（非公開も応募可）を広く募

集し審査を実施した。

今年の傾向としては身のまわ

りの環境や伝統、職業体験をテ

ーマにしたものが目立った他、

A D S L等高速回線の普及からか、

映像コンテンツによる応募も多

数寄せられた。主な受賞先は下

記の通り。

＜文部科学大臣奨励賞＞

小学校部門：「庄南地区は滅び

るか」富山県砺波市立庄南小学

校6学年／中学校部門：「はや

くおいでよ新入生」大分県中津

市立豊陽中学校1年1組

＜優秀作品賞＞

小学校部門：①「亀嵩観光開発」

島根県仁多郡仁多町立亀嵩小学

校5学年②「ジャマ田ウイルス

をやっつけろ」和歌山市立有功

東小学校パソコン部／中学校部

門：①「民族学に挑戦しよう！」

兵庫県福崎町立福崎東中学校2

学年②「ふるさとタイム」香川

県土庄町立豊島中学校パソコン

部③「集中選択ストップモーシ

ョンアニメ1．2」滋賀県滋賀

大学教育学部付属中学校3学年

選択美術

■（財）松下視聴覚教育研究財

団「第2 8回実践研究助成」「第

9回研究開発助成」助成先決定

当財団による標記助成先が決

定した。「実践研究助成」は視

聴覚・情報メディアの効果的な

活用及び教材開発に関する実践

的な研究計画への助成を行い、

（助成総数 7 6件）「研究開発助

成」は視聴覚・情報メディアを

活用してより豊かな人間性を育

成する研究や、新しいメディア

活用の方向性を示唆する研究開

発（助成総数 1 5件）へ助成を

行うものである。

＜助成先＞

（財）松下視聴覚教育研究財団

のホームページ参照

h t t p : / / w w w . m e f . o r . j p /

■2 0 0 2年ＩＣＥＭ会員募集

ＩＣＥＭとは I n t e r n a t i o n a l

Council  for  Educational Media

（国際教育メディア協議会）の

ことで、視聴覚教材の製作、配

給、情報提供に関する加盟各国

の協力を奨励するために作られ

た協議会で、時代のメディアに

Book Review

ブックレビュー

AV News Express

本格的な教育メディア研究の

単行本で、教育とメディアの関

わりを一望できる好書である。

坂元が、メディアと教育改革の

変遷と、その意味について考察

しており、この分野の研究者に

よって引用される文献となろう。

また、教育メディア研究の流れ

も記述されているが、その中で

メディアの比較研究について言

及し、論じている。メディア研

究には、強いメディア論と弱い

メディア論があって、メディア

の効果を強く主張する立場と、

学習活動にあまり強く寄与しな

い立場がある。これらをきれい

に、まとめている。

近年の学習コミュニケーショ

ンにおけるメディアの役割につ

いても述べ、参加共同学習の特

徴についての視点は、示唆に富

む。コミュニティーへの参加の

タイプを分類し、その分類に学

習理論を対応付けている記述は、

新しい視座を与えている。

さらに、メディア著作権にも

記述していることは、注目に値

する。ネットワークの時代にな

って、多様なメディアを用いた

作品などを制作することが可能

になったが、著作権の問題が最

も大きい課題になっている。こ

の問題についての専門家の記述

は、読者の参考になろう。

以上のように本書は、メディ

アと教育の変遷から教育改革と

の関連、視聴覚教育の系譜、今

日の新しい状況論的な学習とメ

ディアとの関連、バーチャルリ

アリティー、そして著作権にい

たるまで、きめ細かく記述され

ている。基本文献として、座右

に置いていただきたい。

（赤堀　侃司）

海 外 情 報

「教育メディア科学―メディ

ア教育を科学する―」

坂元 監修　文部科学省メディア教

育開発センター編　2 0 0 1年 1 2 月刊

A 5版　2 6 4頁 3 , 8 0 0円（税別）
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関心の深い国々約 3 0か国が協

力しあっている組織である。Ｉ

ＣＥＭでは、加盟国それぞれに

代表会員を設ける制度がある

（日本は日本視聴覚教育協会）。

また、希望すれば会員になれる

〈①個人会員、②小・中・高等

学校会員、③公益法人・大学・

専門学校会員、④企業会員、⑤

学生･退職者会員〉の５種類の

会員制度がある。現在、日本か

らは個人会員が1 2名、企業会

員１社が登録されている。

2 0 0 2年の会費は、個人会員

で8 5ドル（年４回の機関誌代

と資料等の郵送料で 9 0 0 0 円）。

会員になれば、ＩＣＥＭ主催の

「国際教育メディア週間」（世界

の教材見本市）、や「国際研究

集会・年次総会」（今年は1 0月

にスペインのグラナダ）に参加

でき、ＩＣＥＭや協会からの情

報や資料が送られる。お問い合

わせは、日本視聴覚教育協会佐

藤まで。電話0 3 - 3 5 9 1 - 2 1 8 6

■文部科学省学習情報政策課

の異動

課長尾 崎春樹氏→初等中等

教育局児童生徒課長（後任・大

臣官房企画官兼主任教育改革

官桑原靖氏）／課長補佐（併室

長）藤吉尚之氏→九州大学総務

部総務課長（後任・開発局原子

力課補佐関根仁博氏）／メディ

ア係長中村司氏→千葉県教育

庁学校指導部指導課指導主事

（後任・千葉県情報教育センター

調査資料部研究指導主事眉山

俊敬氏）／メディア係映画審査

担当高木貴氏→政策課総務係

（後任・社会教育課企画調査係

川上恵子氏）／メディア係野沢

新吾氏→東京大学大学院経済

学研究科・経済学部大学院掛

（後任・東京大学学生部学生課

体育第二掛木船聡氏）（併任）／

学習情報係主任山下勝弘氏→

同係長（昇任）／企画調査係風

間広幸氏→国立教育政策研究

所教育研究情報センター情報

支援課運用管理係（後任・生

涯学習推進課放送大学進行係

船木茂人氏）

■（財）松下視聴覚教育研究

財団は４月1 5日より下記住所

に移転する

〒1 0 5 - 0 0 0 1東京都港区虎ノ門

1 - 1 4 -１　郵政互助会琴平ビル

5階　電話0 3 - 5 5 2 1 - 6 1 0 0

F A X 0 3 - 5 5 2 1 - 6 2 0 0

■東京シネ・ビデオ（株）は3

月1 1日より下記住所に移転し

た　〒1 0 3 - 0 0 2 2東京都中央区

日本橋室町 1 - 8 - 8 ちはやビル

6階　電話0 3 - 3 2 4 2 - 3 1 5 1（代）

F A X 0 3 - 3 2 4 2 - 3 1 8 2

科学史学校
14:00～16:00 1ch

各番組は、エル・ネットを利

用し、全国 1 8 0 0か所の受信

施設（公民館・図書館・学

校・生涯学習センターなど）

に放送されている。

子ども放送局
10:30～15:30 1ch

el-Net

エル・ネット
4月放送予定

■６日「VTR番組」

子どもとしょかん／いきもの歳

時記（さいじき）～春の風物詩

（ ふ う ぶ つ し ） ・ サ ク ラ ～ ／

C H A L L E N G E ～スポーツを支える

ものたち～／のぞいてみよう知ら

ない世界～科学探偵団　音の事件

ファイル

■13日「科学・技術」

夢スタジオ１０３０「科学・技

術」ソーラーにかける夢～東京

電気大学　藤中正治工学博士と

学生たち～ ／ソーラー博士登

場／太陽電池ってなに？／あく

せんくとう！ソーラーカー開発／

ソーラー博士からみんなへのメッ

セージ

■20日「VTR番組」

子どもとしょかん／いきもの歳

時記「身近にいる鳥や昆虫や草花

などで季節の移り変わりを感じよ

う！」～春の女神・ギフチョウ

～／研究室におじゃまします「土

ってどうやってできているの」／の

ぞいてみよう知らない世界「富士

山の科学」―科富士山植物図鑑―

■27日「手芸」

チャレンジ教室「手芸（手遊

び）」結んでみよう！～「結び」

の七変化～教えてくださる先生

…前島一義さん（東京商船大学

委託教官）／結びの基礎／結び

の応用／ロープやひもを使った

遊び

●生中継の番組では、質問・意見を

ファックス、電子メールで募集中！

ＦＡＸ　03-5790-8154

http://www.kodomo.nyc.go.jp

〈問い合わせ〉

国立オリンピック記念青少年総

合センター 子ども放送局係

電話　03-3467-1600

■7・ 1 0 日（1 0 日は７日の

再放送）

「戦時期日本における天然記

念物と科学者」

篠田　真理子（東京大学）

〈問い合わせ〉

国立科学博物館

電話　03-5814-9874

短 　 　 信


